的前審判手引き
（１）仕事の内容

①的中を確認し、あたり（○）・はずれ（×）の判定を下し、看的表示・チーム総的中数表示を出す。

　※看的表示は、的前審判（1射場につき2名1組とする）の判定に従い、補助員が的中表示盤・総的中
　　数表示器にて行う。

　※3射場で競技を行う場合、第1射場の看的は上手の看的室、第2射場の看的は下手矢取り道、第３射
　　場の看的は下手の看的室にて行う。
②遠近競射の判定を下す。

（２）準備する物品

	
	2射場で競技
	3射場で競技
	

	①総的中表示器
	２台
	３台
	各射場１

	②赤旗
	２本
	２本
	看的室のみ

	③無線機
	４台
	６台
	各射場２※

	④長机
	０
	１脚
	第2射場的前審判席＝矢取り道

	⑤椅子
	６脚
	９脚
	各射場３

	⑥双眼鏡
	２台
	３台
	各射場１

	⑦携帯用○×表示札
	２本
	３本
	各射場１

	⑧黒板（ホワイトボード）
	０
	１台
	第2射場看的表示用

	⑨マグネット○×表示板
	０
	１式
	〃


※③の無線機は審判全員が身につけるのが望ましいが、数量が不足する場合、各射場１台とし、イヤフォ
　ンを外して用いる。

（３）補助員の必要数（射場毎）と役割
①看的（○×）表示係

１～２名

②総的中数表示係

１名

③赤旗係


１名　※看的室のみ

※競技開始前に補助員のローテーションを組み、交代時刻を確認する。

（４）競技開始から終了までの手順

Ⅰ　競技開始前

①物品の準備

②無線機が正しく作動しているか進行係等とチェックする。

③進行係・記録係と連携してそれぞれの表示がよく見えるように角度や審判席の位置を調整する。

Ⅱ　競技中

①【的中の判定と表示】
「あたり（○）」「はずれ（×）」の判定を口頭で下し、それぞれの補助員に、的中及び総的中数（※総的
中数は団体競技の場合のみ）を表示させる。

以下の判定基準は、『全日本弓道連盟競技規則』の第２章第37条である。


※このほか、「失」や時間切れ、反則（追い越し発射など）により、無効（×）になることがある。この
　場合、射場審判や進行係から指示があるのでそれに従う。
※団体戦が個人戦を兼ねている場合の制限時間オーバーについて以下の注意が必要である。
　ⅰ）制限時間をオーバーしても行射は続行される。

　ⅱ）看的（○×）表示は通常通り行う。

　ⅲ）総的中数の表示は、制限時間をオーバーしてからの的中はカウントしない。（どの矢が団体戦の的
　　中として無効になるかどうかは、射場審判からの無線連絡に従う。）

②【判定がすぐに下せない場合】
１）看的表示は「？」を表示する。

２）「？」を表示した時点で、無線により各部署に連絡する。（例「第２射場３番２本目、的中確認します」）

３）その立ちが終了次第、的中を確認する。
※「？」を表示した場合、必ず上記の的中確認を行うこと。記録等の混乱を避けるため、試合途中で「？」
　を「○」「×」に変更してはならない。

③【的中確認】
審判席より○×の判定ができなかった場合（「？」が表示されている）、及び、射場審判または進行係から
的中確認の要請があった場合、その立ちが終了後、矢取りの際に的場まで出て確認をする。
※まず、矢取り係（補助員）が矢を抜いてしまわないよう指示する。（補助員は的前係から指示をされて
いるが、念のため）

１）的前審判Ａが的の所まで行き、的中を確認する。携帯用的中表示板を用いて、審判席に控えている的
　前審判Ｂと、射場に向け○×の判定を示し、同時に無線により連絡する。その際念のためその的の総的
　中数も言い添えるとよい。（例「第２射場3番2本目×です。総的中３中です。」）

２）的中確認の結果、看的表示・総的中数表示の訂正が必要な場合、的前審判Ｂは補助員に指示し、確実
　に訂正を行う。

④【赤旗】
最後の射手が最後の矢を放ったら、速やかに赤旗を出し、的前係（矢取り係）が完全に退場したのを確認
後、赤旗をしまう。

※次の場合のように競技を中断する際も必ず赤旗を出すこと。

○的替えの際。

○傾いた的を直す場合。

○的にかかった他の選手の矢を取り除く場合。

○あずちや矢道に入った障害物を取り除く場合。

⑤【表示のリセット】
矢取りが矢を抜き始めた頃を目安に表示を元に戻す。これは記録係が表示と記録を照合確認する時間を確
保するためである。

⑥【補助員の監督】
補助員が確実に役割を遂行しているか、気を配る。（総的中数表示の更新・赤旗の表示・表示のリセット
など、補助員が忘れていることが時折ある。）
★射詰競射の場合
①団体競技

１）２チームによる対戦の場合、勝敗が決するまで○×表示は消さない。ただし４回目の同中競射でも決
　着がつかない場合は表示をリセットする。（総的中数表示は１回ごとにリセット。）

２）３チーム以上の場合は、チームが入れ替わるごとに表示をリセットする。
※いずれの場合も、矢取りの時に○×表示を消すと考えればよい。

②個人競技
１）○×表示は１射ごとに消さず、４つ矢ごとに消す。

２）そのつど消すのは次の場合である。


ア．勝敗が決まった場合


イ．選手の立ちの位置が変わった場合。


ウ．競技の方法が変わった場合。

※同様に、矢取りの時に○×表示を消すと考えればよい。

○同中競射・射詰めが行われる際は、矢返しを急ぐ必要がある。（また矢返しは、矢立てに返すのではな
　く、進行係に直接渡さなければならない）。的前係から、補助員に矢返しの指示ができない場合がある
　ので、第１射場の的前審判が指示することが望ましい。
★遠近競射の場合
①競射を行っている選手のうち、順位決定すべき矢の本数についてあらかじめ進行係と無線により連絡を
　取っておく。

②「あたり」、「はずれ」の判定は行わない。（表示も出さない）。

③判定は必ず二人で行う。以下の判定基準は『全日本弓道連盟競技規則』の第２章第33条１である。

ｃ．遠近競射による場合は、標的の中心に近い矢を上位とする。 

ｄ．この場合は36cm の霞的を使用する。 

ｅ．同じ距離にある矢は、再度遠近競射を行うか、同位とする。的枠にあたってはずれた矢は、標的に接していると見なす。 

ｆ．掃き矢は最下位とする。
④判定を下した矢は、羽を上にし、順位に従い上から順にずらして並べ、矢の中央を右手のみで持ち、身
　体の正面に捧げ、左手はももの付け根に着け、矢道の最短距離を通り射場の進行係に渡す。

「あたり」、「はずれ」は、標的の表面主義とし、次の基準による。 


次の場合は、「あたり」とする。 


標的に矢があたりとどまっている場合。 


標的にあたった矢が標的を突き抜けた場合。 


矢が折れた時、矢の根のある方が標的の内側にある場合。 


矢が標的にあたっている矢にくいこんだ場合。 


矢が的枠の合わせ目または的枠に立った場合。 


矢が的輪の内側から的枠の外に射ぬいた場合。 


矢があたって標的が転び、その矢が標的についている場合。 


あたった矢が地面についている場合。 


的面にあるはずれ矢を射てあたった場合。 


次の場合は「はずれ」とする。 


標的に矢があたらなかった場合。 


矢が侯串に立った場合 


掃きあたり（矢が地面を滑ってあたる）の場合。 


矢が的輪の外側から的枠を射ぬいた場合。 


矢が的面にあるあたり矢を射て、はねかえった場合。 


標的に矢があたり、はねかえった場合。 


「あたり」、「はずれ」は標的の表面主義とし、次の基準による。





１．次の場合は「あたり」とする。


(ア)標的に矢があたりとどまっている場合。











